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自主防災隊が地域を救う 中山道と東海道を全国へ

天空の里に響く歌声夜回り先生こころの授業
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▲姉妹提携を喜ぶ可知市長と望月由比町長
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▲児童と「ふるさと」を合唱するオユンナさん

▲ＡＥＤの使い方を学ぶ参加者たち
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▲講演を行う水谷修先生

13　2008.8.1
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「救命の一助」に 少年消防隊、放水始め

県美術館で山本芳翠を紹介祖父母から知恵を学ぶ
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▲放水訓練を行う隊員たち
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▲児童らの劇に見入る観客たち

▲心臓マッサージを何度も練習する生徒たち
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▲ゲームで意気投合し握手を交わす生徒と参加者
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おいしい野菜をありがとう レジ袋有料化の協定締結

西中が夕涼みコンサート心をつなぐ夢のライブ
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▲２９事業者９４店舗が協定を締結
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▲恵那西中学校ブラスバンド部の演奏

▲池戸さんの話を熱心に聞く児童たち
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▲全出演者がアンコールで共演

15　2008.8.1

企画展覧会

『 江戸のヒーロー・ヒロイン 』展

　歌川国芳の「木曽街道六十九次之内」

のシリーズは、宿場にちなむ武者絵で

す。本図は　滋賀県の 武  佐 宿の宿場名
む さ

にかけて二刀流の達人、宮本武蔵を描

いています。武蔵が飛騨のかご渡しに

またがって、ノブスマ（ムササビのよう

な姿をした妖怪）を退治するところで

す。

■会期
７/２４�～８/３１�

■開館時間　午前９時
半～午後５時（入館は午
後４時半まで）

■観覧料　�大人＝５００
円（団体４００円）　�小・
中・高校生＝無料

毎週月曜日（祝日を除く）、
祝日の翌日（土日・祝日を
除く）休館。

■問い合わせ　中山道
広重美術館�２０‐０５２２

第１日曜日は「市民の日」
　毎月第１日曜日を「市民の日」とし、
観覧料を無料とします。気軽に美術
の世界に触れていただき、美術を中心
とする文化活動やまちづくり活動の
拠点に活用いただけるよう願ってい
ます。

歌川国芳
「木曽街道六十九次之内
武佐　宮本無三四」

大判錦絵　１８５２（嘉永５）年
版元:住吉屋政五郎　当館蔵（田中コレクション）

　前回に引き続き、岩村城跡にかかわる歴史的、国語
的な基本事項を確認します。
□日本三大山城と城の標高

　岩村城は、日本一標高の高い所にある山城であるこ
とから「日本三大山城」の一つにあげられています。こ
れまで岩村城の標高は７２１�といわれてきましたが、
この数値は戦前から使われているもので、その後に作
成された地図では、林野庁の国有林班図（昭和５１年）
では７１６.２９�、岩村町が測量会社に委託して作成した
本丸・出丸平面図（平成７年）では７１６.９�の数値が出
ています。平成１８年には、衛星を利用した測位システ
ム（ＧＰＳ）による測量を本丸の推定最高所で行ったと
ころ、７１７.２６１�という数値が得られました。これらの
近年の測量成果を元に、現在の標高は７１７�としてい
ます。
　「日本一標高の高い所にある山城」という説明も追加
が必要で、「日本一標高の高い所にある幕末まで存続
した山城」となります。中世（鎌倉・室町時代）や戦
国時代に築かれ、江戸時代には廃城となった城の中に
は高所に築かれていたものも多く、最も高所にあると

いわれる山梨県の城の標高は１,５００�以上です。
□問い合わせ　文化課�４３-２１１２（内線２１７）

▲上空から見た本丸と城下の町並み

文化財を巡る
③岩村城跡の基本（その２）


